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論文内容の要旨

本論文は， 1 T S CIntelligent Tutoring System) における知識伝達の高度化を指向した説明機能の

実現に関する研究をまとめたものであり 次の 5 章をもって構成されている。

第 1 章においては本研究の目的および、意義について述べ本研究により得られた諸成果を概説して

いるO 特に，人間の教師が学生に対する知識伝達の際にみせる高度な振舞い(教育行動)を生成可能と

する計算機上の機構を開発することが ITS における重要な研究課題であることを指摘している。本

研究では，一般的な教育行動として説明を取り上げ，この課題に対する検討を行っている。

第 2 章においては，教師による説明を用いた知識伝達に関する考察を通して，説明を行う高度な機構

を構築する方法について述べている。この中で，教育目的・教育方法・学生の理解状態の三つの要素を

考慮して説明を使い分ける機能が重要であることを指摘している。また，この機能を実現するための手

法として，知識伝達に用いる個々の説明を生成するシステム E X S E L C E Xplanation Structure 

modEL) と，教育目的などの要素を考慮しながら EXSELを運用して説明を使い分ける枠組みとな

る L E 1 E C CLearning Environment based on Intelligent Explanation Capability) を提案し，こ

れらを設計・開発する方法について述べている o EXSELでは説明の情報源となる説明構造という

概念を導入し，説明構造の生成および利用の二つのフェーズから説明の生成機構を捉えている。また，

LEIECでは，教育目的に応じて学生の理解状態を考慮しながら教育方法による知識伝達を実行し，

その実行過程でEXSELを運用するといった枠組みを有している。 EXSEL ・ LEIEC は，計算

機上で説明を行う機構を概念的に捉えたモデルとして位置づけることができるO これらのモデルは，計

算機に実装されている EXSEL/I およびLEIEC/I と呼ばれるシステムとして具体化されてい



る。

第 3 章においては， EX S E L に基づき設計・開発を行った EXSEL/I について述べている。 E

XSEL/I は，電気回路などの対象の理解に必要となる知識の伝達を目的とした説明を生成するもの

であり，説明構造に対する具体的な表現方法および説明構造を生成・利用する機構を実現している。こ

れらの機構から，使い分けに用いる個々の説明を生成するための機能が得られているO

第 4 章においては， EXSEL/I を運用する枠組みとなる LEIEC/I について述べている。 L

EIEC/I は，電気回路の理解を支援するシステムであり，学生の理解を誘導する，あるいは回路に

対する質問に応答するといった教育方法による知識伝達の過程でEXSEL/I を運用する機構を有し

ているO この機構から，学生に対して適切に説明を使い分ける機能が得られているO このような L E 1 

EC/I の構築によって，提案した EXSEL ・ LEIECの枠組みが説明機能を高度化する手法とし

て有用であることが示されているO

第 5 章においては，本研究で得られた成果をまとめ，今後残された課題について述べているO

論文審査の結果の要旨

1 T S CIntelligent Tutoring System) の研究では，人間の教師が学生に対する知識伝達の際にみせ

る高度な教育行動を，計算機上で生成可能とするための機構を開発することが重要な課題とされている。

本論文では，一般的な教育行動として説明を取り上げ，高度に説明を行う機能の実現について検討して

いる。本研究で得られた主要な成果は次の通りであるO

(1) 教育目的・教育方法・学生の理解状態の三つの要素を考慮して説明を使い分ける機能が重要である

ことを指摘し，この機能を実現する手法として EX S E L C E Xplanation Structure modEL) およ

び L E 1 E C CLearning Environment based on Intelligent Explanation Capability) を提案して

いる o EXSEL は，知識伝達に用いる個々の説明を生成する枠組みであり 説明の情報源となる説

明構造という概念を導入して説明構造の生成および利用といった二つのフェーズから説明生成機構

を捉えている o L E 1 E C は教育目的などの三つの要素を考慮しながら EXSELを運用して説明

を使い分ける枠組みであるO

(2) EX S E L を計算機上に具体化したものとして， EXSEL/I と呼ぶシステムを作成している。

EXSEL/I は，電気回路のような対象の理解に必要となる知識の伝達を目的とした説明を生成す

るものであり，説明構造の具体的な表現方法，および説明構造を生成・利用する機構を実現しているO

これらの機構から，使い分けに用いる個々の説明を生成するための機能が得られている o (3) E X S 

EL/I を運用する枠組みとしてLEIEC/I と呼ぶシステムを作成している o LEIEC/I は，

電気回路の理解を支援するものであり，学生の理解を誘導する，あるいは学生の質問に応答するといっ

た教育方法による知識伝達の過程で，学生の理解状態を考慮しながら EXSEL/I を運用する機構

を有している O この機構から，学生に対して適切に説明を使い分ける機能が得られているO



本論文で提案されている EXSELおよびLEIEC は，知識伝達の高度化を指向した説明機能を I

TS に提供するための概念的な枠組みであり EXSEL/I およびLEIEC/I の構築によってそ

れらの有用性が確認されているO これらの研究成果は， 1 T S の研究に重要な知見を与えるものであり，

博士論文として価値あるものと判定するO




